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1．はじめに

鋼板にレーザ加工を施して一面加工とした鋼板格子筋

が開発され，これを用いた RC 床版の増厚補強における

耐疲労性および補強効果が評価された ．しかし，実橋梁1)

においては継手構造が必要となり，継手部構造を設けた

場合の構造上の弱点が懸念される．そこで本研究では，RC

床版の SFRC 上面増厚補強に用いる鋼板格子筋を用いて

増厚層内に継手部を設け，上面増厚補強した RC 床版供

試体を用いて輪荷重走行実験を実施し，耐疲労性を検証

した．また，実験終了後に建研式引張試験を実施し，補

強界面の引張付着強度を検証することで本補強法の有用

性について検証する．

2. 供試体材料および寸法

(1)RC床版 供試体のコンクリートには，普通ポルトラ

ンドセメントと最大寸法 5mm の細骨材，最大寸法 20mm

の粗骨材を用いる．鉄筋は SD295A，D10 を用いる．実験

時のコンクリートの圧縮強度は 35.0N/mm となった．圧2

縮強度 35.0N/mm の供試体名称を RC35 とする．2

(2)上面増厚補強材 SFRC 材の配合は，超速硬セメン

トに最大寸法 15mm の砕石，長さ 30mm，φ 0.6mm の両

端フック型鋼繊維を，添加量 1.27Vol.%で配合する．材齢 3

時間の圧縮強度は 26.9N/mm である．実験開始時の圧縮2

強度は 52.0N/mm である．2

(3)高耐久型エポキシ系接着剤 既設 RC 床版と

SFRC 材との付着性を高めるために高耐久型エポキシ系接

着剤を用いる．引張試験による付着強度は 3.7N/mm 以上2

を有し，母材コンクリートで破壊する結果を得ている．

(4)鋼板格子筋 一般鋼板を用いた鋼板格子筋（格子鋼

板筋，展張格子筋）の材料特性値は，降伏強度は 294N/mm ，2

引張強度は 468N/mm である．また，鋼板格子筋には付2

着性を高めるために 4mm の突起を 9mm 間隔で 2 箇所設

けた．引張試験による付着強度は 2.65N/mm である．こ2

こで，鋼板格子筋の形状および寸法を図-1に示す．

(5)供試体寸法 RC 床版供試体の寸法は，1994 年改

定の設計基準 の規定に基づき設計し，1/2 モデルとする．2)

よって，全長 1,470mm，支間長 1,200mm，床版厚 130mm の

図-1 格子鋼板筋・展張格子筋の形状および寸法

図-2 供試体寸法および鉄筋配値

図-3 増厚層内の補強筋継手構造

方形版とし，鉄筋配値寸法も併せて図-2に示す．SFRC 上面

増厚補強寸法は RC 床版上面を 10mm 切削し，その上に

SFRC 材を 40mm 増厚する．鋼板格子筋の配置を図-2(3)，

継手部の配置状況を図-3に示す．

3. 輪荷重走行疲労時実験および等価走行回数

輪荷重走行疲労実験は床版の支間中央から ±450mm の範

囲を荷重 80kN で 20,000 回走行させ，20,000 回ごとに荷重

を 20kN ずつ増加させる檀家荷重載荷とし，破壊に至るまで

繰り返し走行させる．本実験における耐疲労性は等価走行

回数を式(1)より算出して評価する．
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表-１ 等価走行回数

図-4 たわみと等価走行回数の関係

n

N =Σ（P /P ） ×n (1)eq i 0
m

i

i=1

ここで，N ：等価走行回数，P：載荷荷重（kN），Peq i 0

：基準荷重（=60kN），n：実験走行回数，m：S-N 曲i

線の傾きの逆数の絶対値（=12.7）3)

4. 結果および考察

(1)等価走行回数 本実験における実験結果を表-1に示

す．供試体 RC35 の等価走行回数は 8.52×10 回である．6

一方，供試体 RC35-SG.A および RC35-EG.A の等価走行

回数はそれぞれ 844.52×10 回，688.99×10 回となり，供6 6

試体 RC35 との回数比は 99.1 倍，80.8 倍である．よって，

耐疲労性が大幅に向上する結果となった．

(2)たわみと等価走行回数の関係 供試体 RC35 のた

わみが床版支間 L の 1/400 に達した時点の等価走行回数

は 2.77×10 回である．破壊時のたわみは 7.31mm である．6

一方，供試体 RC35-SG.A のたわみが床版支間 L の 1/400

に達した時点の等価走行回数は 172.10×10 回であり，供6

試体 RC35 と比較して 62.1 倍の等価走行回数が得られた．

また，供試体 RC35-EG.A のたわみが床版支間 L の 1/400

に達した時点の等価走行回数は 147.03×10 回であり，供6

試体 RC35 と比較して 53.1 倍の等価走行回数が得られた．

(3) 建研式引張試験による界面の付着性能 建研式引4)

張試験の概略を図-5(1)に示し，試験位置は図-2に併記し

た．試験方法は，直径 100mm で既設 RC 床版の位置まで

切り込みを入れ，油圧式接着力試験機(図-5(2))を用いて

載荷速度 1.0N/cm /sec で試験を実施する．ここで，建研2

式引張試験により得られた界面の付着強度を表-2に示す．

供試体 RC35-SG.A の A-1 はコア削孔中に界面ではく離し

たことから，付着強度は 0.0N/mm である．一方，B-1 は2
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RC35 25,000 8,523,300

RC35-SG.A 74,800 844,525,484 99.1

RC35-EG.A 71,500 688,993,714 80.8

(1) 建研試験法 (2) 建研試験機

図-5 建研式引張試験方法

表-2 建研式引張試験方法による付着強度

(1）格子鋼板筋筋 （2）展張格子筋

図-6 建研式引張試験による切断面

2.65N/mm である．また，供試体 RC35-EG.A における A-12

も 0.0N/mm であるが，B-1 では 2.23N/mm であり，上面2 2

増厚補強法における付着強度 1.0N/mm を上回っている．2

なお，破壊位置は A-1 は SFRC 上面増厚層，B-1 は図-6

に示すように母材コンクリートで破壊している．

6．まとめ

(1)供試体 RC35 の等価走行回数に対して，格子筋および

展張筋に継手部を設けた供試体の回数比はそれぞれ 99.1

倍，80.8 倍となり継手部は弱点とならず耐疲労性が向上

した．この要因は，展張筋や格子筋を配置し，接着剤塗

布型 SFRC 上面増厚補強することで，曲げ剛性が向上し，

たわみの増加が抑制された結果である．

(2)建研式引張試験において，輪荷重走行面では SFRC 層

で破壊し，300mm 離れた位置はいずれも 1.0N/mm 以上2

の引張付着強度が得られた．また，300mm 離れた位置の

コア側面は鋼板格子筋との隙間 10mm に骨材や鋼繊維が

十分に配置されている．
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